資料３　　私たちの「生きかた」「働きかた」としての地域福祉　極私的なメモ（H280326　武井　剛）

（1） 私の課題意識　～「私」たちの「個」は何によって覆われているのか？ 
 (
＊「私」たちや、「私」たちの「個」
は、
たぶん
このような入れ子構造の中を生きている。
＊「私」は、「家」やその外側の様々な社会集団や人間関係から成る「こちら側」＝「現実」の時間を生き、その中で揉まれ、育まれるが、
それらからこぼれ落ちるリスク
も常に負って
いる。特に、学校（教育）→職場（労働）と
いう「人生のレール」が自明のものとされ、
それ以外の「生きかた」が選択肢
として
見え
づらくなっている
社会においては。
) (
世界／海外市場（グローバル経済）
国際社会
国際社会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
)「あちら側」の世界・・・夢・記憶・神話・天国・浄土・宇宙（＝インナースペース？？）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 (
社会（
不透明な全体性
）
／国内市場
国民国家
)
 (
地域共同体
　　　　　　
友達・仲間
学校（教育）→職場（労働）
)
 (
家（家族
・親族
）
)
 (
私（衣装・肉体）
)
 (
個（精神・魂）
)





■「国境線」で囲まれた領土と「日本語」という言語空間の中に、現実の「私」たちは閉じ込められている。
■しかし、何かのはずみで「私」が周囲との＜差異＞を感じた時、「私」の中で「個」が立ち上がる。
■「個」は、家や地域共同体、社会の＜外部＞を希求し、その時、「私」の＜内部＞ではリアルな時間（＝
生きている時間・「ほんとうの私」であると感じる時間）が流れる。（「夢」を見る力！）
■という訳で、私たちは、現実（＝「私」）の時間と「個」の時間という２つの時間を同時に生きている！？
■やがて死する運命の「個」は、「世界で最も弱い者」として誰にも理解されないまま放置されている。
■しかし多くの人たちにとって「個」は、「私」とは関係のない異質な存在＝「他者」として認識され、その視界から遠ざけられてしまう。そのようにして、人は自分が「弱者」であることを免れている（？）

（２）個人的な体験　～障がいのある人たちとの＜出会い＞
■「私」と「個」の分離を意識しはじめた１０代後半～２０代前半　→学校卒業と同時に、突然社会に　　　放り出される　→社会に適応しようともがく「私」と押しつぶされそうになる「個」　→米国同時　　　多発テロ事件の発生　→キューバの文化への接触　→３０才を前にドロップアウト　→障がいのある人たち～異質な存在＝「他者」であり同時に私の「個」に無言で寄り添ってくれる存在との出会い。
■私を惹きつけたもの・・・障がいのある人たちの剥き出しの「個」としての佇まい。必要以上に「私」
を意識しなくても済む関係性（＝衣装を脱ぐ）の気持ち良さ。「作業所」という＜場＞が持つ固有の力。
■障がいのある人たちと共に歩むことを決意した後、見えてきたこと。
 (
・大きなくくりで見ると、私たちは、
１８世紀の産業革命以降
から地続きの
時代を生きている。
・時代の中で、
「労働生産性」という価値に不適合な
弱者としての
「個」
は、「保護」という名目で　　　　　社会の周辺や外部へと排除され、
異質な存在＝「他者」
となる。
・
高度経済成長期
を終えた1973年以降、左翼思想（「貧乏」という「他者」を発見する思想）の後退と、国中に張り巡らされた交通網と通信網により、日本社会全体が急速に「第三次産業化」「均一化」。
・
「モノ」を売る時代から「サービス」という
付加価値を売る時代へ
（「モノ」の標準化・規格化
　　　　　　
→「サービス」の標準化・規格化→「人間」そのものの標準化・規格化）
。
・
自分も
いずれ
排除される
（社会からこぼれ落ちる）のではないかという「不安」や「緊張」が社会に
　広がると、「私」は、社会が要求する価値観を、無意識のうちに
「内面化」
するようになる
。
・外部資本の流入による「
地域共同体
」の
分
断化→地域の独自文化や相互扶助的ネットワークの衰退　　→地域から
切り離される「家」→
社会が要求する価値（規範）が「家」を浸食　→居場所（
安心して「個」
を
育むことのできる場所
）の弱体化　→親子間の世代断絶と、子供たちの孤立化。
)










（３）「抗う生きかた」、「『生』を取り戻す生きかた」を志向して　～私がこれから目指したいこと
（３）これから目指してゆきたいこと
■弱者としての「個」が集い、互いを労（いたわ）り、支え合い、いずれ衰え・消滅するまでの時間を共有し、共に人生をドライブし続けてゆくためのエネルギーを蓄え・放出し続けてゆくための＜場＞とゆたかな＜人間関係＞を社会の中につくり、維持してゆきたい。（モデルは、かつての「作業所」！）
■時代に＜抗う＞意識を忘れずに、「いきること」と「はたらくこと」が自分たちの中で分離しない　　　　（「私」と「個」が混じり合った）「生きかた」「働きかた」を目指してゆきたい。
■身近な「地域共同体」（地域）へと目を向け、自分たちも含めた住人一人一人が、地域を支え続ける
　＜担い手＞としての役割を果たし続けてゆけるような、ゆたかな関係性やそれを可能とする具体的な
実践や仕組みを作り出してゆきたい。
 (
ＮＰＯ法人１
to1
経営理念
経営理念
「私たちは、常に『個』の想いに寄り添い、人と人との≪１
to
１≫のかかわりを大切に育みます。」
行動指針
一．目の前にいる一人一人と向き合い、その人にしかない価値・役割を見つけ、かたちにします。
一．私たち一人一人が、「いきること」「はたらく」ことの持つ純粋な喜びを追求し、「いま・ここ」を、笑顔に満ちた快適な環境に変えてゆきます。
一．人と地域とを繋ぎ、多様性と生命力、そしてやさしさに満ちた「共生社会」の創造に寄与します。
)











≪1to1船橋≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪１to１習志野≫
わさび　　　　　リサイクルショップあくあ　　あくあ　　　　　　ぶろっさむ　　　事務局
定員　１６名　　　　　（４名）　　　　　　　　　　１２名　　　　　　２０名　　　　　   －
　　　１０代～５０代　　２０代～４０代　　　　　　２０代～７０代　　１０代～５０代
職員　　６名　　　　　　１名　　　　　　　　　　　　３名　　　　　　　６名　　　　　　３名
事業　　Ｂ型　　　　    Ｂ型　　　　　　　　　　　  Ｂ型　　　　　　　Ｂ型　　　       －
　　　　ＧＨ（準備中）

≪武井が関わっている主な団体・活動≫
■船橋市障がい者地域福祉連絡会　　　　　　　　　　■習志野市障がい者地域共生協議会（ならとも）
・定例会（年１回～）　　　　　　　　　　　　　　　　・運営会議（毎月）
・勉強会（随時）　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（基幹相談支援センタープロジェクト等）
・市役所ロビー合同販売会（隔月）　　　　　　　　　  ・市民啓発講座（年１回）　　　　　　　　　
・就労支援部会（毎月）
～広報誌「ならたく」の発行（年３回）

■千葉県中小企業化同友会（習志野支部に所属／役員）
　　　　　　　　　　　　　　　　■千葉県中小企業化同友会　経営指針委員会（セミナー部会に所属）

■ＮＰＯ法人ユニバーサル就労ネットワークちば
　・生活困窮者自立支援法に基づく自立支援事業、就労準備支援事業など
■千葉つながる福祉塾・・・「世話人」（卒業できない塾生？）として皆勤賞を目指す！
